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斬文化の花 咲かせたい～第３４回野木町文化祭～
斬お知らせ
・インフルエンザ予防接種助成
・第３３回産業祭
・中学校一部選択制の申請について
・平成２３年度保育所入所児受付
・２０１０国勢調査
・工事のお知らせ
・（仮）野木町煉瓦窯周辺整備検討会議委員募集

斬広報連絡委員レポート
「暑い夏」
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（2）

月
３
日
は
文
化
の
日
で
す

１１
今
年
も
文
化
の
日
に
ち
な
ん
で
、
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
・
町
公
民
館
等
で
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
文
化
活
動
を
行
い
ま
す
か
？

文
化
の
花

咲
か
せ
た
い
～
第

回
野
木
町
文
化
祭
～

３４

月
日

10
（
土
）

２３（
日
）

２４（
金
）

２９（
土
）

３０

催
し
物

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

音
楽
会

将
棋
大
会

展
示
発
表
会

模
擬
店

展
示
発
表
会

模
擬
店

会

場

町
体
育
セ
ン
タ
ー

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

町
公
民
館

２
階
和
室

町
体
育
セ
ン
タ
ー

他町
公
民
館
駐
車
場

町
体
育
セ
ン
タ
ー

他町
公
民
館
駐
車
場

時

間

午
後
６
時

分
～

３０

９
時

分
３０

午
前
９
時

分
～

３０

午
後
２
時

分
００

午
前
９
時

分
～

３０

午
前
９
時
～

午
後
４
時

午
前
９
時
～

午
後
４
時

午
前
９
時
～

午
後
４
時

午
前
９
時
～

午
後
４
時

内
容
・
そ
の
他

◎
入
場
無
料

◎
入
場
整
理
券
必
要

【

月

日（
火
）午
前
８
時

分
か
ら

１０

１２

３０

町
公
民
館
で
配
布
、１
人
２
枚
ま
で
】

・
土
足
厳
禁
、
飲
食
禁
止

・
女
性
は
ヒ
ー
ル
カ
バ
ー
を
着
用
の
こ
と

（
当
日
１
０
０
円
で
お
分
け
し
ま
す
）

◎
入
場
無
料

・
吹
奏
楽
団
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

合
奏
、邦
楽
、

コ
ー
ラ
ス
他

・
配
布
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

※
左
ペ
ー
ジ
下
段
参
照

・
美
術
、
書
道
、
写
真
、

文
芸
、
各
種
団
体

【
華
道・工
芸（
公
民
館
）】

【
郷
土
史
研
究（
郷
土
館
）】

・
美
術
、
書
道
、
写
真
、

文
芸
、
各
種
団
体

【
華
道・工
芸（
公
民
館
）】

【
郷
土
史
研
究（
郷
土
館
）】

午
後
０
時

分
開
場

午
後
１
時
上
映

３０

入
場
無
料（
整
理
券
必
要
）

※
整
理
券
は

月
９
日（
土
）午
前
９
時
か
ら
町
公
民
館
で
、
１

１０

人
２
枚
ま
で
配
布
。
配
布
完
了
の
際
は
ご
了
承
願
い
ま
す
。

【
ス
ト
ー
リ
ー
】

仕
事
に
追
わ
れ
、
家
族
を
省
み
る
こ
と
の
な
か
っ
た

歳
目

５０

前
の
男
が
、
ふ
と
人
生
を
振
り
返
り
、
幼
い
こ
ろ
の
夢
を
追
い

求
め
始
め
る
感
動
ス
ト
ー
リ
ー
。

大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
で
数
々
の
実
績
を
積
み
上
げ
、

歳
を

５０

目
前
に
し
な
が
ら
仕
事
に
追
わ
れ
る
日
々
を
送
る
肇
（
中
井
貴

一
）。
一
人
暮
ら
し
の
母
が
倒
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
故
郷
へ

戻
っ
た
彼
は
一
畑
電
車
の
運
転
手
に
な
る
と
い
う
幼
い
頃
の
夢

を
思
い
出
し
、
採
用
試
験
に
応
募
し
て
み
る
。

そ
し
て
、
年
齢
の
ハ
ン
デ
ィ
ー
を
乗
り
越
え
て
試
験
に
合
格

し
た
肇
は
運
転
手
と
な
る
が
…
。

一
畑
電
車
の
走
る
島
根
の
風
土
を
描
き
な
が
ら
、
家
族
や
仕

事
と
い
っ
た
人
生
の
普
遍
的
な
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
深
遠
な
ス
ト

ー
リ
ー
が
感
動
を
呼
ぶ
。

【
主
な
キ
ャ
ス
ト
】

中
井
貴
一
／
高
島
礼
子
／
本
仮
屋
ユ
イ
カ
／
三
浦
貴
大
／

奈
良
岡
朋
子
／
橋
爪
功
／
佐
野
史
郎
／
宮
崎
美
子
／

遠
藤
憲
一
／
中
本
賢

映画会「RAILWAYS
４９歳で電車の運転士になった男の物語」

１0月3１日（日）
エニスホール
大ホール



文化の花 咲かせたい ～第３４回野木町文化祭～

（3）

纂囲碁大会
１１月３日（水・祝）
午前９時３０分～（受付/午前９時～）

〈対局〉５回戦（各クラスごと）
※Ａクラス、Ｂクラス

〈手合割〉野木町囲碁クラブ手合割による
〈参加料〉１５００円（昼食代含む）
〈申込方法〉当日参加で受付

町囲碁クラブ役員

秋元 清遠藤直行西沢久作高澤幹夫

（５５）２６０３（５７）２３２０（５７）０１７２（５７）４２１１

月
日

1011
（
土
）

３０（
日
）

３１
３

（
水・祝
）

催
し
物

茶
会

（
華
美
豆
木
会・

む
ら
さ
き
会
）

茶
会

（
林
宗
栄
社
中・

火
曜
会
）

茶
会

（
石
塚
宗
彩
社
中
）

映
画
会

「
R
A
I
L
W
A
Y
S

歳
で
電
車
の
運
転
士
に

４９な
っ
た
男
の
物
語
」

展
示
発
表
会

模
擬
店

芸
能
発
表
会

囲
碁
大
会

模
擬
店
等

会

場

町
公
民
館

１
階
幼
児
室

町
公
民
館

２
階
和
室

町
公
民
館

１
階
和
室

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

町
体
育
セ
ン
タ
ー

他町
公
民
館
駐
車
場

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

町
公
民
館

２
階
和
室

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

駐
車
場

時

間

午
前

時
～

１０

午
後
３
時

午
前

時
～

１０

午
後
３
時

午
前

時
～

１０

午
後
３
時

午
後
０
時

分
開
場

３０

１
時
上
映

午
前
９
時
～

午
後
４
時

午
前
９
時
～

午
後
３
時

午
前
９
時

分
～

３０

午
後
４
時

午
前
９
時

分
～

３０

午
前
９
時
～

午
後
２
時

内
容
・
そ
の
他

※
右
ペ
ー
ジ
下
段
参
照

・
美
術
、
書
道
、
写
真
、

文
芸
、
各
種
団
体

【
華
道・工
芸（
公
民
館
）】

【
郷
土
史
研
究（
郷
土
館
）】

◎
入
場
無
料

・
民
踊
舞
踊
、
民
謡
、
詩
吟
、

民
族
舞
踊
、
歌
謡
、
各
種
団
体

・
配
布
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

※
下
段
参
照

禦禦禦参加者募集禦禦禦
纂将棋大会
１０月２４日（日）
午前９時３０分～（受付/午前９時～）

〈対局〉５戦方式（各クラスごと）
※Ａクラス（初段以上）、Ｂクラス(１級以下）
〈手合割〉駒落戦（野木町将棋クラブ規定による）
〈参加料〉１５００円（参加賞・昼食代含む）
〈申込方法〉１０月４日～１５日に参加料を添え町
公民館へ。会員の方は、地区担当役員へ出欠
を連絡。当日申込不可。

問生涯学習課 撒（５７）４１７７
町将棋クラブ役員

（５６）１７０４青木 猛（５７）１１５９服部輝夫



月
１
日
よ
り
国
民
健
康

１０保
険
証
が
更
新
に
な
り
ま
す

新
し
い
保
険
証
は
、
９
月
末
ま
で

に
一
人
ひ
と
り
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

医
療
を
受
け
る
と
き
は
新
し
い
保
険

証
を
病
院
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課

撒（

）４
１
３
６

５７

こ
こ
ろ
の
相
談

「
眠
れ
な
い
」「
や
る
気
が
で
な
い
」

「
ぼ
ー
っ
と
し
た
感
じ
が
と
れ
な

い
」「
人
間
関
係
で
悩
ん
で
い
る
」「
話

を
聞
い
て
ほ
し
い
」
等
こ
こ
ろ
の
悩

み
で
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
ん
な
悩
み
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日

時

①

月

日（
土
）

１０

２３

②

月

日（
日
）

１１

１４

③

月

日（
日
）

１２

１２

④
１
月

日（
火
）

１８

各
日
と
も
午
後
1
時

分
～

30

場

所

町
保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
無
料

予
約
制

一
日
に
つ
き
二
人
ま
で

一
人
あ
た
り
１
時
間
程
度

（
一
週
間
前
ま
で
に
要
予
約
）

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
２

５７
姉（

）４
１
９
３

５７

町
緊
急
雇
用
創
出
事
業

嘱
託
員
・
臨
時
職
員
募
集

町
で
は
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
と
し

て
臨
時
職
員
・
嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

月
１
日
～

日

１０

１４

必
着
（
最
終
日
午
後
５
時
ま
で
）

募
集
条
件

現
在
失
業
中
／
普
通
自

動
車
免
許
所
持
／
簡
単
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
）

が
で
き
る
／
再
雇
用
あ
り
。
平
成

年
度
か
ら
土
日
勤
務
可
能
な
方

２３
申
込
方
法

左
記
の
書
類
を
生
活
環
境
課
へ（
郵
送
可
）

○
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
○
運

転
免
許
証
写

○
失
業
中
で
あ
る

こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類
（
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
等
）

選
考
試
験

書
類
・
面
接

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
臨
時
職
員
】

〔
職

種
〕
一
般
事
務

〔
業

務
〕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

の
調
査
及
び
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

デ
ー
タ
入
力
作
業
等

〔
雇
用
期
間
〕

月
１
日
～

１１

翌
年
３
月

日（
継
続
あ
り
）

３１

〔
勤
務
場
所
〕
生
活
環
境
課

〔
勤
務
時
間
〕
１
日
７
時
間
月

日
以
内

１５

〔
賃

金
〕
時
給
７
２
０
円

〔
募
集
人
員
〕
１
名

【
嘱
託
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

〔
職

種
〕
一
般
事
務

〔
業

務
〕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
活

動
等
の
場
の
開
拓
、
情
報
収
集
・

提
供
等
を
行
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
及
び
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
デ
ー
タ

入
力
作
業
等

〔
雇
用
期
間
〕

月
１
日
～

１１

翌
年
３
月

日（
継
続
あ
り
）

３１

〔
勤
務
場
所
〕
生
活
環
境
課

〔
勤
務
時
間
〕
１
日
７
時
間

分
週
５
日

４５

〔
報

酬
〕
月
額
１
５
０
０
０
０
円
以
内

〔
募
集
人
員
〕
１
人

問
〒
３
２
９‐０
１
９
５

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１

生
活
環
境
課

撒（

）４
１
３
２

５７

と
ち
ぎ
求
職
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
巡
回
相
談
会

求
職
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
の
就

職
や
生
活
・
就
労
相
談
、
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
に
専
門
の
ス
タ

ッ
フ
が
対
応
し
ま
す
。

日

時

月

日（
木
）

１０

１４

午
後
１
時
～
４
時

（
受
付
は
午
後
３
時

分
ま
で
）

３０

場

所

栃
木
市
大
平
中
央
公
民
館

栃
木
市
大
平
町
蔵
井
２
０
０
１‐３

相
談
内
容

①
再
就
職
に
関
す
る
こ
と

②
公
営
住
宅
、
生
活
資
金
、
職
業

訓
練
に
関
す
る
こ
と

③
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

関
す
る
こ
と

※
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
適
職
診
断
も
可

④
賃
金
、
労
働
時
間
な
ど
労
働
条

件
に
関
す
る
こ
と

問
県
小
山
労
政
事
務
所

撒
０
２
８
５（

）４
０
３
２

２２

国
際
交
流
協
会
の
催
し

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

月
の
開
催
日
は
次
の
と
お
り
で

１０
す
。

日

時
①

月
３
・

・

日（
日
）

１０

１０

１７

午
前

時
～

時

分

１０

１１

３０

②

月
２
・
９
・
・
日（
土
）

１０

１６
２３

午
後
１
時
～
２
時

分
３０

場

所

町
公
民
館

対

象

町
在
住
、
在
勤
の
外
国
人

受
講
無
料

そ
の
他

①
受
講
希
望
者
は
企
画
担
当
へ
電

話
を
す
る
か
、
公
民
館
窓
口
で

申
込
む
。

②
で
き
る
だ
け
長
く
続
け
ら
れ
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

問
国
際
交
流
協
会
専
門
部
会
企
画
担
当

撒（

）０
９
７
７

５７

Inform
ation

お知らせ

（4）



「
女
性
の
日
検
診
」

～
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

を
実
施
し
ま
す
～

乳
が
ん
や
子
宮
頸
が
ん
は
、
ウ
イ

ル
ス
や
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
関
係
し
て

い
る
た
め
、
他
の
が
ん
と
異
な
り
、

～

歳
代
の
若
い
世
代
に
多
い
が

３０

４０

ん
で
す
。
ま
た
、
近
年
乳
が
ん
や
子

宮
が
ん
に
か
か
る
方
が
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ご
自
分
の
カ
ラ
ダ

と
向
き
合
い
、
健
康
状
態
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

検
診
日

平
成

年
１
月

日（
月
）

２３

１７

平
成

年
１
月

日（
火
）

２３

１８

受

付

午
前
８
時

分
～

時

分

３０

１０

３０

会

場

町
保
健
セ
ン
タ
ー

定

員

両
日
と
も
１
０
０
名

申

込

月
８
日
～

１０電
話
ま
た
は
来
所

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

★
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業

の
対
象
者
に
は
ク
ー
ポ
ン
券
が
送

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
こ

の
日
程
が
最
終
と
な
り
ま
す
の
で
、

受
診
機
会
を
逃
さ
ぬ
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
開
設

月

日
～

日
の
１
週
間
を
全

１１

１５

２１

国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
強
化
週
間
と
し
て
、
配
偶
者
・

パ
ー
ト
ナ
ー
等
か
ら
の
暴
力
や
職
場

等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
様
々

な
女
性
の
人
権
問
題
を
め
ぐ
る
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
女
性
の
人
権
問
題
に

詳
し
い
人
権
擁
護
委
員
が
担
当
し
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
下
さ
い
。

日

時

月

日
～

日

１１

１５

２１

午
前
８
時

分
～
午
後
７
時

３０

（
土
・
日
は
午
前

時
～

１０
午
後
５
時
）

問
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

全
国
共
通
番
号（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

撒
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

ベ
ビ
ー
の
た
め
の
タ
ッ
チ
ケ
ア

赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
く
ふ
れ
あ
い
な

が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
赤
ち
ゃ
ん
の
体

に
触
れ
る
こ
と
で
親
子
の
絆
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ス

を
通
し
て
育
児
中
の
マ
マ
た
ち
と
の

仲
間
作
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

月

日
、

月

日
、

１０

２９

１１

１２

月

日（
金
）（
全
３
回
）

１１

２６

午
後
１
時

分
～
３
時

３０

会

場

町
保
健
セ
ン
タ
ー

対

象

生
後
３
～
６
か
月
の
親
子

組（
町
在
住
）

１６

内

容

タ
ッ
チ
ケ
ア
、
お
し
ゃ
べ

り
タ
イ
ム

申

込

月
１
日
～

１０電
話
ま
た
は
来
所

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

２
０
１
０
ワ
ン
ワ
ン
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日

時

月

日（
日
）（
雨
天
中
止
）

１０

２４

午
前
９
時
～

時

分

１２

３０

会

場

野
木
町
総
合
運
動
公
園

内

容
・
し
つ
け
相
談

・
盲
導
犬
体
験

・
モ
デ
ル
犬
に
よ
る
し
つ
け
教
室

・
し
つ
け
コ
ン
テ
ス
ト

定
員

名
（
要
事
前
申
込
み
）

２０

・
子
犬
・
子
猫
の
里
親
さ
が
し

・
ワ
ン
ワ
ン
ク
イ
ズ

・
警
察
犬
の
公
開
訓
練

・
展
示
コ
ー
ナ
ー

問
生
活
環
境
課

（

）４
１
４
９

５７

お知らせ

（5）

料 金内 容 な ど対 象種 別

奇数年齢 500円
偶数年齢 5,040円

★乳房レントゲン撮影と超音波検査
※２２年度対象とならない方も、集団
検診のみ全額自己負担（5,040円）で
受診することができます。

Ｈ23.3.31現在で年齢が奇数年齢の女性
（30歳以上）で町内に住所を有する方

乳がん
検 診

奇数年齢 500円
偶数年齢 3,675円

★細胞診
※２２年度対象とならない方も、集団
検診のみ全額自己負担（3,675円）で
受診することができます。

Ｈ23.3.31現在で年齢が奇数年齢の女性
（20歳以上）で町内に住所を有する方

子宮がん
検 診



生
ご
み
分
別
と
資
源
物
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

町
環
境
委
員
会
で
は
、

月
に
家

１０

庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
ご
み
と
資
源
物

の
分
別
排
出
の
調
査
と
指
導
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
地
区
の
環
境
委
員
が
立
合

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

実
施
日

生
ご
み
及
び
資
源
物
の
回
収
日

場

所
生
ご
み
集
積
所
と
資
源
物
回
収
場
所

内

容
町
の
ご
み
出
し
の
決
ま
り
を
守
っ

て
い
る
か
。
資
源
物
回
収
コ
ン
テ
ナ

の
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
、

必
要
に
応
じ
て
排
出
す
る
方
に
指
導

を
し
ま
す
。

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
３
１

５７

ご
み
分
別
調
査
の
状
況

町
環
境
委
員
に
よ
る
平
成

年
度

２１

ご
み
分
別
調
査（
７
月
、
月
実
施
）

１０

の
結
果
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
今
後
の
ご
み
出
し
に

あ
た
っ
て
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

生
ご
み

・
紙
袋
に
名
前
を
記
入
し
て
い
な
い

・
紙
袋
か
ら
水
分
が
浸
み
出
し
て
い

る
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
混
じ
っ
て
い
る

資
源
物

・
古
紙
、
古
布
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
紐

で
十
字
に
縛
っ
て
い
な
い

・
古
紙
（
新
聞
紙
）
に
「
野
木
町
所

有
」
と
書
い
て
い
な
い

・
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
牛
乳

パ
ッ
ク
を
水
洗
い
し
て
い
な
い

・
不
燃
ご
み
（
特
に
缶
詰
の
缶
）
な

ど
資
源
物
以
外
の
ご
み
が
出
さ
れ

て
い
る

・
コ
ン
テ
ナ
の
中
に
古
紙
、
古
布
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
が
入
っ
て
い
る

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
３
１

５７

ご
み
の
出
し
方

も
う
一
度
確
認
!!

現
在
の
ご
み
分
別
収
集
が
始
ま
り

年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の

１７間
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り

分
別
排
出
・
回
収
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
最
近
で
は
分
別
の
き
ま

り
を
守
ら
な
い
人
が
増
え
て
い
る
よ

う
で
す
。
ご
み
集
積
所
は
、
利
用
す

る
人
自
身
が
管
理
者
で
あ
る
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
、
最
後
ま
で
責
任
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

ご
み
出
し
の
主
な
き
ま
り

①
決
め
ら
れ
た
日
、
時
間
ま
で
に

②
決
め
ら
れ
た
場
所
に

③
生
ご
み
は
、
水
を
よ
く
切
っ
て
新

聞
紙
２
枚
以
下
に
包
み
、
町
指
定

の
紙
袋
に
入
れ
名
前
を
記
入

④
可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
は
透
明
ま

た
は
半
透
明
の
袋
に
入
れ
る

⑤
蛍
光
灯
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
使
用
し

た
家
庭
用
品
は
そ
れ
ぞ
れ
透
明
ま

た
は
半
透
明
の
袋
に
入
れ
る

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
３
１

５７

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

助
成
期
間

月
１
日
～
翌
年
３
月

日

１０

３１

接
種
回
数

歳
未
満
の
方

２
回

１３
歳
以
上
の
方

１
回

１３（
医
師
が
必
要
と
認
め
た
方
は
２
回
）

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

お知らせ

（6）

Inform
ation

〔インフルエンザ予防接種助成〕

満６５歳以上の方及び満６０
歳以上６５歳未満（接種時）
で心臓、じん臓、呼吸器機
能またはヒト免疫不全ウ
イルスによる免疫機能に
障がいを有する身体障が
い者手帳１級所持者の方

住民税非課税の方、生活
保護世帯に属する方

対 象

接 種
方 法

助成金額を差し引いた額
を医療機関に支払って下
さい。（申請不要。助成は
１回目のみ）

・医療機関に町発行の「無料
接種対象者証明書」を提出
料金無料（接種前に、健康
福祉課に証明書発行を申
請してください）
※申請には印鑑が必要です。

・

・

町と契約し
た医療機関
で接種され
る場合

全額を医療機関に支払い、健康福祉課へ助成分の金額を請求
※請求には次のものが必要です。
①予診票またはその写し ②領収書 ③印鑑
④振込先の口座番号等

・町と契約し
ていない医
療機関で接
種される場
合

○今年度は季節性と新型のワクチンが混合されたため、接種は１種類で済みます。
○契約医療機関・助成金額についてはお問い合わせください。
○助成対象とならない方の接種は、全額自己負担です。



（7）

学
校
教
育
祭

茅
第
二
部

酸
学
校
展
＆
理
科
研
究
展
覧
会

各
学
校
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
の
作

品
や
子
ど
も
た
ち
の
作
品
を
展
示
す

る
学
校
展
と
理
科
研
究
展
覧
会
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
学
校
で
の
成
果
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日

時

月

日（
土
）・
日（
日
）

１１

１３

１４

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会

場

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

酸
講
演
会

百
マ
ス
計
算
や
漢
字
練
習
の
反
復

学
習
、そ
ろ
ば
ん
指
導
や
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
活
用
な
ど
、新
旧
を
問
わ

ず
積
極
的
に
導
入
す
る
教
育
法
に
よ

り
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
を
実
現

し
、「
隂
山
メ
ソ
ッ
ド
」で
有
名
な
隂

山
英
男
先
生
を
お
招
き
し
、「
子
ど
も

の
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
学
力

を
伸
ば
せ
る
」お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

日

時

月

日（
日
）

１１

１４

午
後
１
時

分
～
３
時

分

３０

３０

会

場

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

講

師
立
命
館
大
学
教
育
開
発
推
進
機
構

教
授

隂
山
英
男
先
生

演

題
「
学
力
は
一
年
で
伸
び
る
」

‐
子
ど
も
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
‐

酸
小
中
合
同
な
か
よ
し
学
習
発
表
会

各
学
校
の
特
別
支
援
学
級
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
学
習
発
表
会
で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日

時

月

日（
木
）

１１

１８

午
前
９
時

分
～

時

分

３０

１２

２０

会

場

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

＊

＊

＊

入
場
無
料

主

催
野
木
町
教
育
委
員
会
・
野
木
町
教
育

研
究
会
・
野
木
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
・

野
木
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

後

援
野
木
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
連
絡
協
議
会

問
友
沼
小
学
校

撒（

）０
０
１
７

５６

第

回
産
業
祭

３３

町
の
産
業
を
一
堂
に
集
め
て
、
町

民
の
方
々
へ
の
紹
介
を
通
し
て
キ
ラ

リ
と
光
る
町
づ
く
り
及
び
農
業
・
工

業
・
商
業
の
調
和
の
と
れ
た
発
展
に

寄
与
す
る
た
め
開
催
し
ま
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日

時

月
7
日（
日
）

１１午
前
９
時
～

会

場

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

催
し
物

産
お
た
の
し
み
抽
選
会

産
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

産
子
ど
も
イ
ベ
ン
ト
広
場

産
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会

産
和
太
鼓
演
奏

産
農
産
物
共
進
会
、
即
売
会

産
郷
土
手
作
り
食
品
即
売
会

産
工
業
製
品
等
展
示
即
売
会

他

※
詳
し
く
は
、

月
上
旬
の
新
聞
折

１１

込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
産
業
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
産
業
課
内
）
撒（

）４
１
５
３

５７

第

回
下
水
道
施
設
公
開
デ
ー

１３
日

時

月
９
日（
土
）

１０午
前
９
時
～
正
午

会

場

思
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

内

容

・
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ネ
ル
・
マ
ン
ホ
ー

ル
展
示

・
記
念
品
配
布

・
Ｐ
Ｒ
・
相
談
コ
ー
ナ
ー

ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー

・
水
質
試
験
コ
ー
ナ
ー

水
処
理
説
明（
模
型
）

・
施
設
見
学

な
ど

※
配
布
物
な
ど
は
数
に
限
り
あ
り

※
来
場
は
乗
合
ま
た
は
自
転
車
等
で

問
思
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

撒（

）０
５
５
５

５７

上
下
水
道
課

撒（

）４
１
４
６

５７

町
デ
マ
ン
ド
交
通
「
キ
ラ
輪
号
」

～
ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
利
用
で
き
ま
す
～

町
デ
マ
ン
ド
交
通「
キ
ラ
輪
号
」は
、

利
用
登
録
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す

（
小
学
生
以
下
は
要
保
護
者
同
伴
）。

通
院
、お
買
い
物
、公
共
施
設
や
駅・

お
友
達
の
家
へ
の
お
で
か
け
な
ど
に
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
キ
ラ
輪
号
」の
良
さ
は
、
何
と
い

っ
て
も
迎
え
に
来
て
く
れ
て
目
的
地

ま
で
送
っ
て
く
れ
る
供
ド
ア
ト
ゥ
ド

ア
僑
の
サ
ー
ビ
ス
を
定
額
で
受
け
ら

れ
る
と
こ
ろ
。
た
だ
し
、
タ
ク
シ
ー

と
違
い
、
直
接
目
的
地
へ
は
向
か
わ

ず
、
同
じ
時
間
帯
の
便
を
予
約
し
た

方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
ま
で
乗

り
合
わ
せ
て
の
移
動
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

利
用
登
録
が
お
済
み
で
な
い
方
、

こ
れ
か
ら
利
用
を
お
考
え
の
方
は
、

ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。「
キ

ラ
輪
号
」は
、
皆
さ
ん
の
お
出
か
け

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
野
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

撒（

）３
１
０
０

５７

政
策
課

撒（

）４
１
１
３

５７

お知らせ

（7）



イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
大
作
戦

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

観
光
協
会
で
は
、
冬
の
風
物
詩
と

し
て
役
場
駐
車
場
と
駅
前
広
場
に
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン（
電
飾
）を
施
し
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
行
い
好
評

を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
度

も
実
施
す
る
に
あ
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
と
要
件

【
個

人
】
月

日（
土
）・
日（
日
）

１１

２０

２１

○
飾
り
付
け
等

○

名
程
度

５０

○
町
在
住
在
勤
者
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
。
子
ど
も
会
育

成
会
等
の
団
体
可
）

【
団

体
】

月

日（
土
）

１１

２７

○
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
出
演

○
６
団
体
程
度
（
申
込
多
数
の
場

合
、
選
考
）
○
メ
ン
バ
ー
の
約

半
数
が
町
在
住
者
で
あ
る
こ
と

受
付
期
間

月

日
～

日

１０

１２

２２

申
込
方
法

観
光
協
会
事
務
局（
産
業
課
内
）へ

（
電
話
可
）

問
観
光
協
会
事
務
局（
産
業
課
内
）

撒（

）４
１
５
３

５７

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ
ト
情
報
募
集

観
光
協
会
で
は
、
町
内
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ
ト
マ
ッ
プ
の
作

成
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ご
自
宅
や
事
業
所
等
を

鮮
や
か
に
彩
る
ご
自
慢
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
や
、
町
民
の
皆
様
お
気
に
入

り
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ
ト

の
情
報
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

対

象

町
内
に
所
在
す
る
建
物
等

に
飾
り
付
け
ら
れ
て
い
る
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン

応
募
方
法

以
下
の
内
容
を
明
記
し
た
書
類
等

を
郵
送
ま
た
は
E
‐
m
a
i
l
で

送
付

○
名
前

○
住
所

○
電
話
番
号

○
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
概
要

興
自
薦
の
場
合
…
電
飾
の
色
、
電

球
の
概
数
、
自
慢
し
た
い
ポ
イ
ン

ト
な
ど
。

興
他
薦
の
場
合
…
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
建
物
等
の
所

在
地
な
ど
。

※
上
記
の
他
、写
真
等
の
資
料
が

あ
れ
ば
併
せ
て
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

申
込
先

〒
３
２
９‐０
１
９
５

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１

観
光
協
会
事
務
局

死sangyou@town.nogi.tochigi.jp

申
込
期
限

月

日（
水
）

１０

２０

問
観
光
協
会
事
務
局（
産
業
課
内
）

撒（

）４
１
５
３

５７

中
学
校
一
部
選
択
制
の

申
請
に
つ
い
て

中
学
校
一
部
選
択
制
と
は
？

従
来
の
通
学
区
域
を
残
し
た
ま
ま
、

毎
年
度
決
定
す
る
受
入
生
徒
数
の
範

囲
内
で
、
希
望
す
る
別
の
中
学
校
へ

の
就
学
を
認
め
る
も
の
で
す
。

受
入
生
徒
数（

年
度
入
学
者
）は
？

２３

・
野
木
中
学
校

名
以
内

１５

・
野
木
第
二
中
学
校

名
以
内

１５

※
受
入
枠
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

申
請
手
続
き
は
？

◆
申
請
書
類
配
布

月
１
日
～

月
５
日

１０

１１

◆
申
請
書
類
受
付

月

日
～

月
５
日

１０

２９

１１

○
配
布
・
受
付
と
も
、

こ
ど
も
教
育
課（
町
公
民
館
１
階
）に
て

土
日
、祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（

）４
１
８
２

５７

平
成

年
度
保
育
所
入
所
児
受
付

２３
平
成

年
度
の
保
育
所
入
所
児
を

２３

受
け
付
け
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、

平
成

年
４
月
１
日
に
０
歳
～
小
学

２３

校
入
学
前（
０
歳
児
に
つ
い
て
は
生

後
６
か
月
以
降
）で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
て
家
庭
で
保
育
で
き
な

い
児
童
の
み
で
す
。

①
家
庭
外
労
働

両
親
等
が
昼
間
家
庭
外
で
仕
事
を

し
て
い
る

②
家
庭
内
労
働

両
親
等
が
家
庭
で
児
童
と
離
れ
て

家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る

③
母
親
の
出
産
等

母
親
が
出
産
の
前
後
で
あ
っ
た
り
、

両
親
等
が
病
気
ま
た
は
心
身
に
障

が
い
が
あ
る

④
病
人
の
看
護
等

長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に
障

が
い
の
あ
る
人
を
い
つ
も
看
護
し

て
い
る

⑤
家
庭
の
災
害

火
災
等
に
よ
り
家
を
失
っ
た
り
破

損
し
た
り
し
た
た
め
、
そ
の
復
旧

に
要
す
る
期
間

入
所
申
請
書
等
配
布

月

日
～

１０

１５

受
付
期
間

月

日
～

月

日

１０

２２

１１

１７

申
請
書
配
布
・
受
付
場
所

こ
ど
も
教
育
課

そ
の
他

入
所
案
内
等
、
こ
ど
も
教
育
課
に

あ
り
ま
す
。

※
途
中
入
所
も
随
時
受
付

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（

）４
１
６
７

５７

（8）
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全
国
不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間

月
は
全
国
不
正
軽
油
撲
滅
強
化

１０
月
間
で
す
。
不
正
軽
油
と
は
、
軽
油

引
取
税
の
脱
税
を
目
的
に
、
軽
油
に

灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
る
な
ど
し
て
燃

料
と
し
て
使
用
す
る
も
の
で
す
。

知
事
の
承
認
を
受
け
ず
に
灯
油
や

重
油
な
ど
を
自
動
車
の
燃
料
と
し
て

使
用
す
る
と
、
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
不
正
軽
油
に
関
わ
る
者

は
、
全
員
が
罰
則
適
用
の
対
象
で
す
。

不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
を
お
持

ち
の
方
は
、不
正
軽
油
１
１
０
番
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
宇
都
宮
県
税
事
務
所
不
正
軽
油
１
１
０
番

撒
０
２
８
‐
６
２
６
‐
３
１
７
８

油
流
出
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

油
流
出
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

河
川
な
ど
に
油
が
流
出
す
る
と
、

河
川
水
を
利
用
す
る
水
道
や
農
業
な

ど
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
油
流
出
事
故
は
起
こ
し

た
人
の
責
任
で
あ
り
、
対
策
に
か
か

っ
た
費
用
負
担
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

油
流
出
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
…

日
頃
の
点
検
や
不
要
と
な
っ
た
油

の
適
正
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
給
油
中
の
事
故
も
多
い
た

め
、
給
油
中
は
そ
の
場
を
離
れ
た
り
、

目
を
離
し
た
り
し
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
く

通
報
を
行
う
義
務
が
あ
り
ま
す
！

貯
油
施
設
な
ど
を
設
置
し
て
い
る

事
業
者
は
、
事
故
な
ど
で
油
が
流

出
・
地
下
浸
透
し
た
場
合
、
応
急
措

置
と
事
故
の
届
出（
連
絡
）を
行
う
義

務
が
あ
り
ま
す
。
事
故
を
起
こ
し
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
直
ち
に
町
ま
た

は
県
の
環
境
担
当
課
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

河
川
な
ど
で
油
を
発
見
し
た
ら
…

町
や
県
の
環
境
担
当
課
に
通
報
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
４
９

５７

県
小
山
環
境
管
理
事
務
所

撒
０
２
８
５（

）４
３
０
９

２２

お知らせ

（9）

工
事
の
お
知
ら
せ

問
上
下
水
道
課

撒（

）４
１
９
４

５７

中谷踏切道拡幅工事に伴い、
１０月１日（金）午前０時～
１１月末まで全面通行止めと
なります。

※ 終日、車両・歩行者・二
輪車通行止め

問
Ｊ
Ｒ
小
山
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー

撒
０
２
８
５（

）０
２
５
１

２２

全面通行止

水道工事
１２月中旬まで



訓
練
飛
行
の
お
知
ら
せ

自
衛
隊
朝
霞
訓
練
場
に
て
開
催
さ

れ
ま
す
記
念
行
事
観
閲
式
（

月
１０

２４

日
）
に
伴
い
、

月

日
以
降
訓
練

１０

１３

及
び
予
行
の
た
め
航
空
機
等
が
飛
行

し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

訓
練
日
程
は
、

http://www.mod.go.jp/gsdf/eae/index.html

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地

撒
０
４
８‐４
６
０‐１
７
１
１

と
ち
ぎ
住
宅
フ
ェ
ア
２
０
１
０

住
宅
の
新
築
・
増
改
築
に
関
す
る

展
示
や
、
住
宅
・
宅
地
の
分
譲
な
ど

に
関
す
る
情
報
を
幅
広
く
提
供
し
ま

す
。ま

た
、
ス
テ
ー
ジ
な
ど
で
は
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
快
適
な
住
ま
い

づ
く
り
を
提
案
し
ま
す
。

日

時

月

日（
土
）・
日（
日
）

１０

２３

２４

場

所

マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ

（
県
立
宇
都
宮
産
業
展
示
館
）

宇
都
宮
市
元
今
泉
６‐１‐３７

参
加
無
料
・
申
込
不
要

問
住
宅
フ
ェ
ア
栃
木
実
行
委
員
会

（
栃
木
放
送
内
）

撒
０
２
８
‐
６
２
２
‐
１
１
１
１

姉
０
２
８
‐
６
２
７
‐
３
７
２
７

「
エ
コ
・
も
り
フ
ェ
ア
２
０
１
０
」

～
体
験
・
実
感
・
そ
し
て
行
動
！

か
け
が
え
の
な
い
環
境
や
森
林
を
守
り
育
て
る
た
め
に
～

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
環

境
問
題
や
森
林
整
備
・
保
全
に
つ
い

て
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

自
分
達
で
で
き
る
環
境
に
や
さ
し
い

暮
ら
し
や
森
林
の
役
割
、
大
切
さ
に

つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
た

だ
く
参
加
・
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日

時

月
９
日（
土
）・
日（
日
）

１０

１０

午
前

時
～
午
後
４
時

１０

場

所
わ
く
わ
く
グ
ラ
ン
デ
ィ
科
学
ラ
ン
ド

（
栃
木
県
子
ど
も
総
合
科
学
館
）

入
場
無
料

問
栃
木
県
エ
コ
・
も
り
フ
ェ
ア

実
行
委
員
会
事
務
局

撒
０
２
８‐６
２
３‐３
２
９
７

～
美
味
し
い
食
と
の
め
ぐ
り
あ
い
♪
『
と
ち
ぎ
食
の
回
廊
』
～

と
ち
ぎ
供
食
と
農
僑

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
２
０
１
０

県
内
の「
食
と
農
」の
祭
典「
と
ち

ぎ供
食
と
農
僑ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
２
０

１
０
」が
、
会
場
を
県
庁
周
辺
に
移

し
、
装
い
も
新
た
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

野
木
町
か
ら
も
、
ひ
ま
わ
り
ク
ッ
キ

ー
・
矢
畑
む
ら
づ
く
り
組
合
の
漬
物・

野
菜
等
を
出
品
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日

時

月

日（
土
）・
日（
日
）

１０

２３

２４

午
前

時
～
午
後
４
時

１０

会

場

県
庁
及
び
大
通
り
ま
で
の

周
辺
施
設

駐
車
場

県
庁
駐
車
場
・
昭
和
小
学

校
・
東
小
学
校

内

容
県
内
９
つ
の「
食
の
街
道
」紹
介
及

び
農
産
物
・
特
産
品
の
展
示
販
売
、

食
育
情
報
の
発
信
、
郷
土
料
理
・
伝

統
文
化
の
紹
介
、
食
と
農
の
体
験
等

問
と
ち
ぎ
供
食
と
農
僑
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

（
県
農
政
部
農
村
振
興
課
）

撒
０
２
８‐６
２
３‐２
３
３
３

国
分
寺
特
別
支
援
学
校

「
お
お
ぞ
ら
祭
」

日

時

月

日（
土
）

１１

１３

午
前
９
時

分
～
午
後
２
時

分

３０

２５

会

場

国
分
寺
特
別
支
援
学
校

内

容

小
学
部
・
中
学
部
・
高
等

部
・
訪
問
教
育
学
級
の
日
頃
の
学

習
成
果
・
交
流
活
動
の
発
表
（
演

技
発
表
、
作
業
製
品
販
売
、
模
擬

店
、
作
品
展
な
ど
）

問
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

撒
０
２
８
５（

）５
１
２
１

４４

足
利
特
別
支
援
学
校

「
や
ま
な
み
祭
」

日

時

月

日（
土
）

１０

３０

午
前
９
時
～
午
後
３
時

会

場

足
利
特
別
支
援
学
校

内

容

学
習
発
表
会
見
学
・
な
か

よ
し
広
場
（
ゲ
ー
ム
等
）・
交
流

作
品
展

問
県
立
足
利
特
別
支
援
学
校

撒
０
２
８
４（

）１
１
１
０

９１

県
立
聾
学
校
公
開

日

時

月
２
日（
火
）

１１午
前
９
時

分
～

時

分

３０

１２

３０

会

場

県
立
聾
学
校

内

容

学
校
概
要
説
明
・
授
業
及

び
施
設
設
備
等
参
観（
自
由
参
観
）

申

込

月

日
ま
で

１０

１５

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

直
接
学
校
へ

問
県
立
聾
学
校

撒
０
２
８‐６
２
２‐３
９
１
０

姉
０
２
８‐６
２
４‐６
８
８
７

お知らせ
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日
本
年
金
機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
の
ご
案
内
に
つ
い
て

民
間
委
託
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

過
去
２
年
以
内
の
国
民
年
金
加
入

期
間
の
う
ち
、
保
険
料
納
付
の
確
認

が
で
き
な
い
期
間
が
あ
る
場
合
、
下

記
の
委
託
事
業
者
よ
り
電
話・文
書・

戸
別
訪
問
に
よ
り
納
付
の
ご
案
内
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
民
間
委
託
は
、
従
来
、
国
が
行

っ
て
い
た
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納

業
務
の
一
部
を
民
間
委
託
業
者
に
委

託
し
、
低
コ
ス
ト
で
よ
り
良
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
い
る
も
の

で
す
。

委
託
事
業
者

○
事
業
者
名

（
株
）ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト

○
住

所

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
２‐
４‐
９

Ｎ
Ｏ
Ｆ
新
宿
南
口
ビ
ル
８
Ｆ

撒
０
３‐３
３
７
７‐３
８
０
０

※
詳
し
い
内
容
は
、日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

【
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

問
栃
木
年
金
事
務
所

撒
０
２
８
２（

）６
０
７
４

２２

障
が
い
者
合
同
就
職
面
接
会

県
南
地
区
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
栃

木・佐
野・足
利・小
山
）合
同
で
、
障

が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
し
た
企
業

面
接
会『
南
と
ち
ぎ
障
が
い
者
合
同

就
職
面
接
会
』を
開
催
し
ま
す
。

日

時

月

日（
木
）

１０

２１

午
後
１
時

分
～
４
時

３０

（
受
付
開
始
１
時
）

場

所

佐
野
市
中
央
公
民
館

さ
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
F

佐
野
市
金
井
上
町
２
５
１
９

対

象

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち

で
、
県
南
地
区
で
の
就
職

を
希
望
さ
れ
る
方

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
山
障
が
い
担
当

撒
０
２
８
５（

）１
５
２
４

２２

姉
０
２
８
５（

）３
５
７
４

２４

小
山
市
登
録
手
話
通
訳
者

認
定
試
験

日

時

月

日（
土
）

１２

１８

午
前

時
～
午
後
５
時

１０

会

場

小
山
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対

象
（
次
を
条
件
を
満
た
す
方
）

小
山
市
・
下
野
市
・
野
木
町
在
住

の

歳
～

歳
、
お
や
ま
地
区
手

１８

６０

話「
基
礎
講
座
」修
了
者
、
手
話
通

訳
者
養
成
講
習
会
「
応
用
課
程
」

以
上
修
了
者
ま
た
は
県
登
録
通
訳

者
な
い
し
相
当
の
経
験
者

内

容

筆
記
・
実
技
・
面
接

費
用
無
料

申

込

月
１
日
～

月

日

１０

１１

１９

申
込
用
紙
に
て
左
記
ま
で

※
用
紙
は
健
康
福
祉
課
に
も
あ
り

ま
す
。

問
小
山
市
聴
覚
障
が
い
者
協
会

姉
０
２
８
５（

）９
５
３
５

２３

死oyam
a-kiso@freem

l.com

健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
２

５７

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
様
へ

～
定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
～

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
た
方
は
、
保

守
点
検
や
清
掃
と
別
に
、毎
年
１
回

定
期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
保
守
点
検
や
清
掃
が
適

切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る

も
の
で
、
外
観
・
水
質
・
書
類
検
査

が
行
わ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
保
守
点
検
委
託
業
者
ま

た
は
県
浄
化
槽
協
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
検
査
料
金
は
県
内
一
律
１
回

３
０
０
０
円
で
す
。

問
県
浄
化
槽
協
会

撒
０
２
８‐６
３
３‐１
６
５
０

生
活
環
境
課

撒（

）４
１
３
１

５７

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
遺
児

を
対
象
に
、
旧
戦
域
を
訪
れ
慰
霊
追

悼
を
行
い
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
は
か
り
ま
す
。

費
用
、
日
程
等
の
詳
細
は
、
お
問

合
せ
下
さ
い
。

行
程
・
訪
問
地

洋
上
慰
霊
（
沖
縄
方
面
、
台
湾
方
面
、

バ
シ
ー
海
峡
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
、
レ

イ
テ
沖
、
小
笠
原
の
各
海
域
）・ミ
ャ

ン
マ
ー
・
マ
リ
ア
ナ
諸
島
・
マ
ー
シ

ャ
ル
諸
島

申
込
先

栃
木
県
遺
族
連
合
会

撒
０
２
８‐６
２
２‐３
１
８
０

問（
財
）日
本
遺
族
会
福
祉
事
業
部
事
業
課

撒
０
３‐３
２
６
１‐５
５
２
１

（
内
線
３
６
５
６
～
８
）

お知らせ
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小
山
市
聴
覚
障
が
い
者
協
会

姉
０
２
８
５（

）９
５
３
５

２３

死oyama-kiso@freeml.com



（
仮
）野
木
町
煉
瓦
窯
周
辺

整
備
検
討
会
議
委
員
募
集

町
で
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財

「
野
木
町
煉
瓦
窯
」
修
復
に
向
け
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
煉
瓦
窯
修

復
後
の
利
活
用
・
周
辺
整
備
な
ど
に

つ
い
て
、
広
く
皆
様
の
意
見
を
も
と

に
検
討
す
る
た
め
、
検
討
会
議
を
設

置
・
開
催
し
ま
す
。
委
員
と
し
て
一

緒
に
考
え
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
煉
瓦
窯
に
関
心
の
あ
る

方
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数

若
干
名

任

期

月
頃
～
１
年
程
度

１１

審
議
内
容

野
木
町
煉
瓦
窯
の
利
活
用・周
辺

整
備
に
関
す
る
事
項

開
催
日
程

委
員
の
希
望
に
よ
る

申
込
方
法

申
込
書
を
政
策
課
へ

（
用
紙
は
政
策
課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

申
込
期
限

月

日（
水
）

１０

２０

選
任
方
法

選
考

そ
の
他
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん

問
政
策
課

撒（

）４
１
１
３

５７

育
英
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

県
育
英
会
で
は
、

年
度
進
学
予

２３

定
者
を
対
象
に
、
月
額
貸
与
奨
学
生
、

入
学
一
時
金
奨
学
生
及
び
東
京
学
生

寮
入
寮
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

月
１
日
～

月

日

１０

１１

１５

願
書
配
布

県
内
各
中
学
校
、
高
等
学
校
、
教

育
委
員
会
等
で
配
布
し
ま
す
。

問（
財
）栃
木
県
育
英
会

撒
０
２
８‐６
２
３
‐３
４
５
９

環
境
に
配
慮
し
た
農
作
業
を
外

～
道
路
で
の
Ｕ
タ
ー
ン
等
に
つ
い
て
～

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
機
の
道
路

で
の
旋
回
は
、
道
路
の
汚
れ
や
破
損

を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
圃
場
内

で
旋
回
し
、
環
境
を
乱
さ
な
い
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
作
業
を
終
え
圃
場
か
ら
出

る
と
き
は
、
農
機
の
土
等
を
落
と
し
、

道
路
に
飛
散
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
落
ち
て
し
ま
っ
た
土
等
は

圃
場
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

撒（

）４
１
０
９

５７

小
規
模
企
業
者
等
設
備
導
入
資
金

～
設
備
投
資
を
支
援
し
ま
す
～

創
業
者
や
小
規
模
事
業
者
の
設
備

投
資
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
企
業

従
業
員
数

人
以
下
の
企
業

２０

対
象
設
備

新
品
で
、
県
内
に
設
置
さ
れ
る
設
備

制
度
概
要

〔
割
賦
制
度
〕

金

利

２
・
６
％

設
備
価
格

６
千
万
円
以
内

〔
設
備
リ
ー
ス
制
度
〕

リ
ー
ス
設
備

６
千
万
円
以
内

月
額
リ
ー
ス
利
率

２
・
９
９
３
％

（
７
年
リ
ー
ス
の
場
合
）

〔
設
備
資
金
貸
付
制
度
〕

貸
付
金
額

４
千
万
円
以
内

（
設
備
資
金
の

％
以
内
の
資
金

５０

を
無
利
子
で
貸
付
）

問（
財
）栃
木
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

撒
０
２
８‐
６
７
０‐２
６
０
４

姉
０
２
８
‐
６
７
０‐２
６
１
１

町
消
防
団
通
常
点
検

日

時

月

日（
土
）

１０

３０

午
前
８
時

分
～

３０

場

所町
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場

問
総
務
課

撒（

）４
１
２
８

５７

町
消
防
団
分
列
行
進

に
伴
う
交
通
規
制

町
消
防
団
分
列
行
進
の
実
施
に
伴

い
、
次
の
と
お
り
交
通
規
制
と
な
り

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

日

時

月

日（
土
）

１０

３０

午
前

時

分
～

時

分

１１

２０

１２

２０

（
約
１
時
間
）

規
制
内
容

通
行
止
め

通
行
止
め
箇
所

駅
東
通
り
の
足
利
小
山
信
金
前
交

差
点
～
農
協
前
交
差
点

問
総
務
課

撒（

）４
１
２
８

５７

お知らせ
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Inform
ation

人
権
標
語

手
を
と
っ
て

つ
な
ぐ
み
ん
な
の

心
の
輪

南
赤
塚
小
学
校

海
老
原

え

び

は

ら

大
樹

だ

い

き

（

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

２１



【記事に関する問い合わせ先】
野木町公民館（館報編集委員会事務局）☎（57）4178

1

ふ
れ
あ
い
第137号

※「
公
民
館 

館
報
ふ
れ
あ
い
」の
記
事
に

　
関
し
て
の
問
い
合
せ
先

　
野
木
町
公
民
館
　
☎（
57
）４
１
７
８

　
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
山
高
専

の
校
長
で
あ
る
苅
谷
勇
雅
氏
と

栃
木
市
で
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る
殿
塚
治
氏
を
講
師
に
迎

え
、「
町
に
あ
る
資
源
を
ど
う

活
か
す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
、

班
ご
と
に
独
自
の
視
点
か
ら
サ

イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
や
町
の
課

題
と
そ
の
解
決
策
な
ど
を
考
え

ま
し
た
。
参
加
者
は
講
座
の
日

の
み
な
ら
ず
、
都
合
の
よ
い
日

に
集
ま
り
現
地
へ
赴
い
た
り
、

話
し
合
っ
た
り
し
て
、
提
案
資

料
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
資

料
は
後
日
町
長
の
手
に
渡
り
ま

し
た
。

　
来
年
度
も
生
涯
学
習
課
で

は
、
同
じ
よ
う
な
講
座
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。
野
木
町
が
大

好
き
な
方
、
参
加
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

　来る11月1５日（月）、町内各小学校を会場に町主催で分館ごとに
七歳合同祝が行われます。
　七歳合同祝は、子どもたちの健やかな成長を、地域のみなさんと
お祝いする恒例の行事です。子ども達は、町の宝。元気にのびのび
と育ってくれることを願っています。

平成22年度七歳合同祝

町長に提案を！
生涯学習まちづくり講座

平成２１年度の合同祝（南赤塚小学校）

受講代表者（右）より
課長が受け取り、町長へ渡されました。 パソコンを駆使して作成中！
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８
月
21
日
か
ら
22
日
に
小
学
生
を

対
象
に
し
た「
ワ
ン
ナ
イ
ト
ス
テ
イ
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
が
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
、
花

火
で
す
。
そ
の
中
で
も
、
せ
ん
こ
う

花
火
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ほ
か
に

も
、
う
ち
あ
げ
花
火
や
い
ろ
い
ろ
な

花
火
が
あ
り
ま
し
た
。
ら
い
年
も
さ

ん
か
し
た
い
で
す
。
　（
小
４
女
子
）

　
私
は
、
夜
の
散
歩
が
楽
し
か
っ
た

け
ど
こ
わ
か
っ
た
で
す
。
夜
の
野
木

神
社
は
と
て
も
こ
わ
か
っ
た
で
す
。

と
く
に
野
木
神
社
一
周
は
一
番
こ
わ

か
っ
た
で
す
。
行
き
と
帰
り
は
、
こ

わ
い
話
を
友
だ
ち
と
話
し
た
の
で
よ

け
い
こ
わ
か
っ
た
で
す
。（小

４
女
子
）

　
ぼ
く
が
、
ワ
ン
ナ
イ
ト
ス
テ
イ
、

野
木
会
館
に
行
っ
て
楽
し
か
っ
た
の

は
、
花
火
と
夜
の
さ
ん
ぽ
で
す
。
花

火
は
近
く
で
見
て
き
れ
い
だ
っ
た
。

さ
ん
ぽ
は
暗
く
て
「
ど
き
ど
き
」
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　（
小
３
男
子
）

野　木

野
木
会
館
宿
泊
体
験

ワ
ン
ナ
イ
ト
ス
テ
イ

南赤塚

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
ぼ
く
は
、
野
木
会
館
に
泊
ま
り
ま

し
た
。
打
ち
上
げ
花
火
が
楽
し
か
っ

た
で
す
。
す
い
か
も
わ
れ
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
来
年
も
泊
ま
り
た
い

で
す
。
　
　
　
　
　
　（
小
５
男
子
）

　
私
が
一
番
楽
し
か
っ
た
事
は
、
夜

の
散
歩
で
す
。
最
初
は
、
神
社
だ

か
ら
こ
わ
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

思
っ
た
よ
り
こ
わ
く
な
く
て
よ
か
っ

た
で
す
。
と
中
で
、
１
年
生
と
手
を

つ
な
い
だ
り
し
て
い
き
ま
し
た
。
楽

し
か
っ
た
で
す
。
　
　（
小
６
女
子
）

　
７
月
18
日
（
日
）、
第
14
回
南

赤
塚
分
館
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
、

３
０
１
名
の
参
加
者
に
よ
り
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
始
球
式
で
は
町
長
が
、
第
１
投
を

投
じ
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
、
和
や

か
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
よ
り
、
ゲ
ー
ム
方
式
が
自
治

会
対
抗
戦
に
な
り
、
各
チ
ー
ム
の
力

の
入
れ
方
が
い
つ
も
と
は
違
い
大
き

な
歓
声
が
聞
か
れ
、
楽
し
く
プ
レ
ー

し
て
い
ま
し
た
。

　
分
館
事
業
の
中
で
一
番
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
で
あ
り
成
功
す
る
か
心
配
し

て
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
笑
顔
が

あ
り
、楽
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
の
も
う
一
つ
の
目
的
が

各
自
治
会
内
の
親
睦
に
つ
な
が
れ
ば

と
思
い
、
表
彰
式
も
上
位
チ
ー
ム
だ

け
で
は
な
く
、中
間
賞
な
ど
も
設
け
、

盛
り
上
が
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
後
日
、
各
自
治
会
よ
り
「
親
睦
会

が
楽
し
く
出
来
た
」
と
聞
き
大
成
功

で
し
た
。

「調理中」「スイカ割り」
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８
月
26
日
、
残
暑
厳
し
い
中
、
足

尾
銅
山
に
行
き
ま
し
た
。
銅
山
は
、

山
と
渡
良
瀬
川
源
流
の
中
に
広
が
り

４
０
０
年
間
の
銅
採
掘
の
歴
史
が
あ

り
ま
す
。

　
バ
ス
を
降
り
て
ト
ロ
ッ
コ
電
車
に

乗
り
、
源
流
の
せ
せ
ら
ぎ
が
雰
囲
気

満
点
の
中
、
坑
内
の
中
へ
と
進
ん
で

行
き
ま
し
た
。
ひ
ん
や
り
と
し
た
空

気
の
流
れ
を
感
じ
な
が
ら
、
採
掘
の

様
子
が
リ
ア
ル
な
人
形
で
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
は
、
石
ノ

ミ
１
つ
で
黙
々
と
採
掘
す
る
姿
が
あ

り
、
明
治
大
正
に
は
削
岩
機
や
ト

ロ
ッ
コ
を
用
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

映
像
で
昭
和
48
年
４
月
に
閉
山
に
至

　
平
成
４
年
７
月
わ
ず
か
４
人
で
ス

タ
ー
ト
し
た
小
さ
な
コ
ー
ラ
ス
で

す
。
現
在
11
人
、
み
ん
な
思
い
や
り

の
あ
る
仲
間
達
で
す
。
２
年
後
の
20

周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け
、
元

　
今
回
の
研
修
の
視
察
先
は
、
千
葉

県
北
西
部
「
醤
油
の
町
」
で
有
名
な

野
田
市
の
「
野
田
中
央
公
民
館
」
で

す
。
人
口
約
16
万
人
、
11
館
の
公
民

館
体
制
で
市
民
に
様
々
な
事
業
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
同
公
民
館
は
、
平

成
19
年
度
に
「
シ
ニ
ア
世
代
地
域
参

加
支
援
事
業
」
が
優
良
公
民
館
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。公
民
館
に
は
、

市
職
員
１
名
が
勤
務
し
て
お
り
、
地

域
住
民
と
の
相
互
連
絡
や
企
画
運
営

を
親
密
に
行
っ
て
い
ま
す
。
講
座
数

１
９
３
、
参
加
人
数
45
万
人
超
の
実

績
が
あ
り
ま
す
。

　
団
塊
世
代
の
定
年
後
の
人
生
設
計

や
地
域
参
加
に
つ
い
て
考
え
る
講
座

サ
ー
ク
ル
紹
介

分
館
・
館
報
編
集
委
員

　
　
　合
同
視
察
研
修

コ
ー
ル
ひ
ま
わ
り

佐川野

分
館
研
修
旅
行

る
ま
で
の
採
掘
の
歴
史
を
学
び
ま
し

た
。

　
足
尾
で
は
、
江
戸
時
代
の
「
寛
永

通
宝
」
が
造
ら
れ
、
足
字
銭
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

　
足
尾
銅
山
を
後
に
し
、
国
民
宿
舎

「
か
じ
か
荘
」
で
温
泉
に
入
り
、
和

や
か
に
昼
食
を
食
べ
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

気
に
楽
し
く
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
は
、
昭
和
の
歌
「
中
田
喜
直
シ

リ
ー
ズ
」と「
Ｊ
ｕ
ｐ
ｉ
ｔ
ｅ
ｒ
（
平

原
綾
香
）」
を
練
習
中
で
す
。

　
練
習
日
　
火
曜
日

　
　
　
　
　
10
時
30
分
～
12
時

指
導
者
　
　
　
水
森
千
里 

先
生

ピ
ア
ノ
伴
奏
　
岩
下
淳
子 

先
生

連
絡
先
　（
57
）
２
６
２
９

　
　
　
　
　
　
田
中
貴
美
子

【お知らせ】
サークル、クラブ紹介してみませんか

　公民館、町体育センター、町施設な
どで活動している団体の方でご希望が
ございましたら、館報編集委員会事務
局までご連絡下さい。

☎５７－４１７8
※掲載につきましては、館報編集委員会で
　決定させていただきます。

「採掘の様子を見学中」

「野田中央公民館にて」
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子
ど
も
が
生
ま
れ
る
予
定
日
が
近

づ
く
に
つ
れ
て
、
楽
し
み
で
待
ち
ど

お
し
く
感
じ
る
反
面
、
元
気
な
子
が

生
ま
れ
て
く
る
か
少
し
不
安
に
思
う

時
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
生
ま
れ
る
時
に

な
り
、
立
ち
会
い
出
産
を
希
望
し
、

少
し
緊
張
し
な
が
ら
分
娩
室
に
入
り

ま
し
た
。妻
は
本
当
に
苦
し
そ
う
で
、

私
は
た
だ
「
が
ん
ば
っ
て
」
と
し
か

声
を
か
け
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
は
、

本
当
に
感
動
し
て
、
立
ち
会
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
少
し
で
も

妻
の
力
に
な
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
２

人
で
出
産
と
い
う
大
き
な
出
来
事
を

乗
り
切
っ
た
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ

た
こ
と
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
名
前
は
、花
恋
。女
の
子
と
分
か
っ

た
と
き
か
ら
す
で
に
決
め
て
あ
り
女

の
子
で
な
の
で
か
わ
い
く
育
っ
て
欲

し
い
と
い
う
気
持
ち
で
、
花
と
恋
と

い
う
漢
字
を
選
び
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
楽
し
い
こ

と
や
悲
し
い
こ
と
な
ど
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
元
気
で
明
る
く
、
そ
し
て

優
し
い
女
の
子
に
育
っ
て
く
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　
　募

　
　集

　
６
月
号
か
ら
掲
載
の
特
集
「
き
ず

な
」
は
、
野
木
町
に
住
む
様
々
な
家

族
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
結
婚
年
数

の
長
い
夫
婦
、
新
婚
、
赤
ち
ゃ
ん
の

生
ま
れ
た
家
、
大
家
族
な
ど
の
方
々

を
募
集
し
ま
す
。（
推
薦
も
可
）

連
絡
先
　
公
民
館
　（
57
）４
１
７
８

野　木

中
江

　花
恋 

さ
ん

　
　（
な
か
え
　
か
れ
ん
）

８
月
７
日
生
49
㎝
3200
ｇ

中
江

　一
浩
さ
ん（
お
父
さ
ん
）

　
　
　広
美
さ
ん（
お
母
さ
ん
）

特 

集
「
き
ず
な
」

（
誕
生
）

と
し
て
「
ふ
る
さ
と
野
田
講
座
～
ス

ケ
ッ
チ
で
描
く
野
田
の
風
景
～
」
や

「
初
め
て
の
家
庭
菜
園
」、「
落
語
を

楽
し
も
う
」
な
ど
が
あ
り
、
受
講
生

同
士
の
交
流
か
ら
自
然
と
仲
間
づ
く

り
を
計
っ
て
い
ま
す
。

　
研
修
の
中
で
は
、
多
く
の
質
問
も

出
て
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。
今
回

の
研
修
を
今
後
の
各
分
館
、
公
民
館

の
活
動
に
役
立
て
て
い
け
れ
ば
良
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
の
お
話

「パパ抱っこ」



            のぎスポレクフェスタ２０１０       

        第6回健康マラソン大会

日　時　１１月１４日（日）午前１０時～
コース　野木第二中周辺コース
種　目
約１．５ｋｍひまわりコース
　①親子ペア（小学３年以下と親）
　②小学生男子（小学３年以下）
　③小学生女子（小学３年以下）
約２ｋｍえんじゅコース
　④親子ペア（小学４～６年と親）
　⑤小学生男子（小学４～６年）
　⑥小学生女子（小学４～６年）
約２ｋｍさくらコース
　⑦中学生女子
　⑧一般女子
　⑨一般タイム申告（２０歳以上の男女）
約４ｋｍけやきコース
　⑩中学生男子
　⑪一般男子（高校生以上３９歳以下）
　⑫一般男子（４０歳以上）
※ ラッキーナンバー抽選会もあります。
参加料　親子ペア　　　　　１２００円
　　　　一般（高校生以上）　  ８００円
　　　　小中学生　　　  　　５００円
※ゼッケン代、参加賞代、保険料等
参加資格　町内外を問わず
申込期間　１０月４日～２９日
申込方法　参加料を添え生涯学習課へ

問生涯学習課　　　　　撒（５７）４１８７

          元気の出るスポーツクラブのぎ  

     わくわくウォーキング

期　日　１０月３０日（土）
コース　那須烏山市方面
参加資格
　　　町在住在勤者及びクラブ会員
定　員　先着７０名
参加料　クラブ会員　１５００円
　　　　非会員　　　２５００円
交　通　貸切バス２台
申込期間　１０月１日～
　　　　　※１人２名分まで
　　　　　※定員になり次第終了
申込方法　参加料を添え生涯学習課へ

問生涯学習課　　　　　撒（５７）４１８７

元気の出るスポーツクラブのぎ

元気いきいき体験教室
　後期も継続して教室を行います。
簡単な軽スポーツの教室ですのでど
なたでも気軽にご参加下さい。
日　時　１０月～３月
　　　　第２・第４月曜日（祝日除く）
　　　　午前９時３０分～１１時
会　場　町体育センター
内　容　カローリング、スポーツ吹き矢等
参加無料
申込方法　当日９時頃までに直接会場へ
　※体育館シューズ・上履き等持参

問生涯学習課　　　　　撒（５７）４１８７

           元気の出るスポーツクラブのぎ 

     ボディーすっきりエクササイズ教室

日　時　１０月２５日～１１月２９日／毎週 
　　　　月曜日（１１月１５日除く全５ 
　　　　回）／午後１時～３時
会　場　町公民館　視聴覚室
定　員　先着２０名
参加料　クラブ会員　０５００円
　　　　非会員　　　１０００円
持ち物　運動のできる服装、タオル、飲み物等、 
　　　　ストレッチマット（バスタオルでも可）
申込方法　参加料を添え生涯学習課へ
申込期間　１０月５日～
　　　　　（定員になり次第締切）

問生涯学習課　　　　　撒（５７）４１８７

第29回団体リーグ卓
球大会第12回ラージ
ボールダブルス大会

期　日　１１月７日（日）
会　場　町体育センター
参加資格
　町在住在勤者または町卓球協会員
種　目
斬団体戦
　団体・クラブ・会社・中学生のチー
　ムで１チーム６人以内
斬ラージボールダブルス
　個人申込、組み合わせは当日
参加料　
　団体戦１チーム　　１０００円
　ラージボール  　　　２００円
申込期限　１１月５日
抽選会　１１月６日　町公民館

問針谷良七　　　　　　撒（５６）１１１８

第7回バスケットボー
ル秋季大会

期　日　１１月７日（日）
会　場　野木中新体育館
参加資格　高校生以上の男女チーム
参加料　１チーム２０００円
申込期限　１０月１６日

問田村勝美　　　　　　撒（５７）１１８５

第33回町長杯 
バレーボール大会

期　日　１１月７日（日）
会　場　野木第二中体育館
参加資格　町在住在勤者
抽選会　１１月２日　町公民館

問鈴木知恵子　　  　　 撒（５７）２４７６
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※ 図書館のホームページ
　（蔵書検索→新着資料検索）から
　新刊本の検索ができます。
※ 貸出中の場合は予約ができます。

文学講座

　～山本有三と栃木～

　図書館をもっと町民の皆さんに利
用していただき、文学に親しんでい
ただこうと、文学講座を開きます。
　今回は、栃木出身の文豪「山本有
三」を取り上げました。山本有三氏の
生涯を背景に、氏の人物像や作品に
ついて考えてみたいと思います。

日　　時　１１月１７日～１２月１日
　　　　　毎週水曜日　全３回
　　　　　（詳細はプログラム参照）
会　　場　図書館２階ホール
参加無料
講　　師　西畑曜子先生

（山本有三記念会理事・学芸員）
対　　象　どなたでも
定　　員　先着２２人
申込期間　１０月２６日～１１月６日
申込方法　町図書館カウンターに
　　　　　直接か電話で申し込む。
　　　　　　　　　　　撒（５７）２８１１

わくわく！おはなしカーニバル
２０１０ｉｎ　野木町

　毎年大好評のおはなしカーニバル
が今年も野木町にやってきます！
　楽しいおはなしのオンパレードで
す♪

日　　時　１０月１７日（日）
　　　　　午前９時５０分～午後１時
　　　　　（午前９時４０分開場）
プログラム
　パネルシアター、人形劇
　紙芝居、マジック、絵本
　工作コーナーもあります！
　（当日、内容が変更になる
　場合があります。）

出　　演
　絵本の会　　　（野木町）
　絵本案内人けい（奈良県）
　人形劇団わにこ（静岡県）
　おはなし冒険団（大田原市）
　ちっちゃな劇場（那須塩原市）
　えみちゃん　　（日光市）
　アトリエびっき（鹿沼市）

☆参加したお子さんには、特製の缶
バッチをプレゼント！
対　　象　幼児～小学生、保護者
場　　所　図書館２階ホール
事前申込み不要、参加費無料
※ 駐車場に限りがあります。
　車で来られる方は、なるべく乗り
　合わせでお願いします。

大人のための図書館コンサート
～秋“Autumnを聴くミニコンサート～

　図書館をもっと皆さんに親しんで
いただこうと、ボランティア音楽家
による大人のためのコンサートを開
きます。

日　　時　１１月７日（日）
　　　　　午後２時～３時
　　　　　（１時３０分～受付・開場）
会　　場　図書館２階ホール
入場無料
演 奏 者　小松さとみ（電子オルガン）
主な曲目　日本唱歌メドレー、枯葉
　　　　　秋をみんなで歌おう
対　　象　どなたでも（大人向け）
定　　員　先着６０人程度
申込期間　１０月２６日～１１月３日
　　　　　（１０月２９日と月曜除く）
申込方法　町図書館カウンターに
　　　　　直接か電話で申し込む。
　　　　　　　　　　　撒（５７）２８１１

（14）

プログラム
内　容日　時回

○有三の前半生・作品紹介

　栃木における

　若き日の有三と

　劇作家時代

　①「穴」から

　　「米百俵」まで

　②「女人哀詞（唐人お吉

　　ものがたり」について

１１/１７（水）

１４：００～

１５：３０

１

産有三の後半生・作品紹介

　小説家、教育者、

　政治家としての有三

　①「生けとし生けるもの」

　　から「濁流」まで

　②「路傍の石」と栃木

１１/２４（水）

１４：００～

１５：３０

２

産有三ゆかりの地を訪ねて

　（現地学習）

　町有マイクロバスで、

　ゆかりの地を訪ねる。

　碑めぐり、吾一の鉄橋、

　近龍寺のお墓

　山本有三ふるさと記念館

　（大平山で昼食予定）

１２/１（水）

１０：００～

１６：００

３



親子でチャレンジ 
里いも掘り・いも煮会

　親子で里いも掘りを体験して、い
も汁とおにぎりで楽しく会食しませ
んか。掘った里いもは、お持ち帰り
できます。

日　時　１１月１４日（日）
　　　　午前９時３０分～
　　　　町公民館集合
　　　　※雨天時は調理・会食のみ
対　象　町在住就学前の幼児と親
　　　　先着３０組
参加費　大人　　３００円
　　　　子ども　２００円
申込期間　１０月１２日～２２日
　　　　　（土日除く）
申込方法　参加費を添え町公民館へ
主　催　家庭教育オピニオン友の会

問生涯学習課　　　　　撒（５７）４１７７

パソコンサロン

　ボランティアによる初心者対象パ
ソコン相談室を開催しています。

日　時　１０月１４日（木）
　　　　午後１時～４時
　　　　１０月１６日（土）
　　　　午前９時３０分～１１時３０分
会　場　町公民館２階第４研修室
申込不要
※ 日程変更もあります。公民館掲示
　板で確認するか、お問い合わせく
　ださい。

問町公民館　　  　　　撒（５７）４１７７

貸出カードの更新

　住所や電話番号などに変更があっ
た方は、カウンターに申し出てくだ
さい。

ブックポスト
　休館日・閉館後は、返却ポストに
本を返してください。ＣＤ・ビデオ・
カセット等は、入れないでください。
　開館中に、カウンターに返してく
ださい。

おはなし会
☆グレース森
　１０月１日（金）
　　午前１１時～１１時３０分
　♪絵本よみきかせ　
　♪エプロンシアター
　対　　象　幼児

☆ピノキオ
　１０月１２日（火）１９日（火）２６日（火）
　　午前１１時～１１時２０分
　♪絵本よみきかせ
　♪手あそび
　対　　象　幼児

　１０月１６日（土）
　　午後２時～２時３０分
　♪絵本よみきかせ
　♪手あそび　♪工作
　対　　象　幼児～小学校低学年

※ 場所は１階おはなしコーナーです。
※ 対象は目安ですので、お気軽にご
　参加ください。

こども映画会
「ニ　モ」
日　　時　１０月２３日（土）
　　　　　午後２時～３時４０分
会　　場　２階ホール
対　　象　５歳以上

学校移動図書館巡回日程

　ひまわり号で、各小学校を巡回し
ています。一般の方も貸し出しがで
きますのでご利用ください。
　ただし、児童書が中心でビデオテ
ープの貸し出しは行っていません。
１０/６　南赤塚小　13:00～14:00
１０/７　野木小　　13:00～14:00
１０/１３　佐川野小　13:05～13:50
１０/１４　友沼小　　13:00～14:00
１０/２８　新橋小　　12:50～13:35
　

新着図書
＜一般書＞
・乙女の密告　　　　（赤染昌子）
・ブレイズメス１９９０　　（海堂尊）
・小さいおうち　　　（中島京子）
・あんじゅう　　　（宮部みゆき）
・絵で見る十字軍物語（塩野七生）
・戒名は、自分で決める（島田裕巳）
・子育てハッピーアドバイス大好き！
　が伝わるほめ方・叱り方
　　　　　　　　（１万年堂出版）
・ドラッカー時代を超える言葉
　　　　　　　（ダイヤモンド社）

＜児童書＞
・せかいいちおいしいスープ
　　　　　（マーシャ・ブラウン）
・ステラがうんとちいさかったころ
　　（メアリー・ルイーズ・ゲイ）
・夜の訪問者　　　　　（斉藤洋）
・徳田さんちはおばけ一家
　　　　　　　　　（ねじめ正一）
・宇宙探検機・ロケット
　　　　　　　　　（ゆまに書房）
・やせためんどりとキツネ
　　　　　　　　　　　（童心社）
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PLAYLOT～遊び場～
新橋児童館・あかつか児童センターのイベント情報

新橋児童館　℡(57)9155　　あかつか児童センター　℡(54)1440

恭新橋児童館

算３Ｂ体操(幼児教室・ちゅうりっぷ組)

　いつもの幼児教室の時間に、講師
の先生を招いて＜３Ｂ体操＞を体験
したいと思います！
 ＜３Ｂ体操＞聞き慣れないお母さ
んもたくさんいらっしゃるかと思い
ますが、ボール等を使い簡単にお子
さんと出来る体操です！　是非この
機会にお子さんと挑戦してみて下さ
い☆
日　時　１０月７日（木）
　　　　午前１０時３０分～１１時３０分
　　　　（時間厳守）
対　象　幼児と保護者
参加無料
申　込　当日直接児童館へ

算楽しいクッキング！

　みなさ～ん(^^)v　お待たせしまし
た！！　２か月ぶりのクッキングで
す。
　今回は旬の甘くて、ホクホク美味
しいサツマイモを使って、＜スイー
トポテト＞を作ります。
日　時　１０月１６日(土)
　　　　午前１０時００分～正午
対　象　幼児と保護者・小学生
参加料　１人　１００円
申　込　申込用紙に代金を添えて
　　　　児童館へ
　　　　（〆切：１０月１４日期日厳守）

算おはなし・おはなし

　いたずら好きのおばけと、大きな
オレンジ色のカボチャと言えば＜ハ
ロウィン★＞！
　みんなでかわいいおばけに変身し
て、物語の主役になっちゃおう(^_-)
日　時　１０月２２日（金）
　　　　午前１０時３０分～１１時３０分
対　象　幼児と保護者
参加無料
申　込　当日直接児童館へ

算お話ししましょ！

　夏の猛暑烏もひと段落し、やっと
心地良い季節になりましたね…　
　お母さん同士、秋の夜長には付き

物の本の話題に触れたり、美味しい
お店の情報交換をしたり、可愛い子
供服の話に華を咲かせたりとみんな
でブレイク竃タイムしましょ (^^♪
日　時　１０月２６日（火）
　　　　午前１０時３０分～正午　
対　象　幼児と保護者
参加無料
申　込　当日直接児童館へ

算ハロウィン(=^・^=)

　ハロウィン祭 in 新橋児童館！！ 
　１０月１６日(土)から２週間、児童館
に～おばけカボチャ～が登場☆　み
んなで～おばけカボチャ～の重さ当
てクイズに参加しよう！　ズバリ当
たったお友だちや1番近かったお友
だちは、ステキなプレゼントがもら
えるよ。
　また、３０日（土）に児童館に遊び
に来てくれたお友だち、先着５０名に
キャンディのプレゼント竃
日　時　１０月１６日（土）～３０日(土)
　　　　開館時間内、常時受付
対　象　全児童
参加無料

　=^_^　=　～おばけカボチャ～の
重さ発表と、当選者の発表は１１月２
日（火）から児童館に掲示します。
　当選者のプレゼントも同時に行い
ます！　　（いずれも１１月末まで）

恭あかつか児童センター

算みんなでドレミ

　音楽遊びを親子で楽しくあそびま
しょう！！
日　時　１０月１２日（火）　
　　　　午前１０時３０分～１１時３０分
対　象　幼児と保護者
参加無料
参加申込　児童センターへ（電話可）

算工作教室

　ハロウィン直前！！ハロウィン飾
りをみんなで作ろう！！
日　時　１０月１９日（火）～２１日（木）
　　　　下校後
対　象　全児童と保護者
参加無料
申込方法　児童センターへ（電話可）

算トランポリン教室（経験者クラス）

　もっといろんな跳び方をマスター
しよう！！
日　時　１０月２３日・３０日
　　　　１１月６日・２０日・２７日
　　　　全土曜日
　　　　午前１０時３０分～正午
対　象　今までにセンターのトラン
　　　　ポリン教室に参加した事の
　　　　ある小学生（定員１０名）
参加料　５００円（講師料）
参加方法　１０月４日午前８時３０分～　
　　　　　参加料を添えて児童セン
　　　　　ターへ（電話不可）

算ハロウィン週間

　児童センターのハロウィンは恒例
のおばけカボチャの重さ当てです。
　最終日には、お菓子のプレゼント
もあるよ！！　
日　時　１０月２５日（月）～３０日（土）
　　　　開館時間中
対　象　全ての利用者

恭合同イベント

算きらりんピック

　スポーツの秋！！児童館・児童セ
ンターのおもしろ運動会で、楽しも
う！！
日　時　１０月９日（土）
　　　　午前１０時３０分～正午
対　象　小学生以上
　　　　（定員　３０名程度）　
参加無料
申込方法　１０月８日までに
　　　　　児童館・児童センターへ
　　　　　（電話可）
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公園へ行こう

　過ごしやすい季節になってきましたね。

秋は、お出かけするにもいい季節です。遠い

行楽地などへ出かけるのもいいですが、近く

で楽しむのもおすすめです。小さいお子さ

んにとっては、大好きなお父さんやお母さん

と手をつないで近くを散歩するだけでも、立

派なお出かけでうれしいものです。例えば、

近所の公園に手作りのお弁当を持ってあそ

びに行くのもいいですね。親子で体を動か

して思いきりあそぶことで、お子さんの新し

い発見があったり、開放感のあるあそびの中

で言葉がたくさん出てくることもよくあり

ます。得意なことが分かったり、こんなに話

せるようになったんだ。など、喜びを感じた

り、お子さんはお父さんやお母さんとあそん

で、本当に満足します。心が満たされたお子

さんは、色々なことに意欲的になったり、お

父さんやお母さんの言うことも素直に聞け

るようになったり、親子の関係がさらに深ま

っていくものです。

　野木町には子どもたちが楽しめる公園が

たくさんあります。これからの季節、ぜひ公

園に出かけて、新しいお友だちに出会ったり、

秋の自然に触れながら、親子でたくさん体を

動かしてくださいね。

丸林保育所保育士　 水流 　容子
つ る

ヘルスメイト（食生活改善推進員の愛称）の

“地産地消メニュー！”

　地元の食材を使った、栄養と元気いっぱい

のメニューを紹介します。

四ツナの焼きコロッケ四

　　　　　　　　　　　　　　　　（1人分）

　　　　　　　　　　　　　　　　エネルギー 226kcal

　　　　　　　　　　　　　　　　タンパク質7.5g

　　　　　　　　　　　　　　　　脂質9.9g

　　　　　　　　　　　　　　　　カルシウム12mg

　　　　　　　　　　　　　　　　塩分0.9g

算材料（2人分）

ツナ缶詰…５０ｇ、じゃがいも…大１個、た

まねぎ…小１／４個、片栗粉…大さじ1、小

麦粉…適量、サラダ油…大さじ１弱、塩…

小さじ１／４、こしょう…少々、サラダ菜

…８枚、とうもろこし…１／４本

算作り方

①鍋に水、じゃがいも、とうもろこしを入

　れて茹でる。とうもろこしは茹で上がっ

　たら２cmの輪切りにする。じゃがいもは、

　やわらかくなったら皮をむいてつぶす。

②たまねぎはみじん切りにし、フライパン

　で軽く炒める。

③ツナは油を切り、じゃがいも、②、片栗

　粉、塩、こしょうと混ぜ、よくねって形

　を整え、小麦粉をまぶす。

④フライパンにサラダ油を熱し、③を入れ

　両面を焼く。

⑤お皿に盛り、サラダ菜、とうもろこしを

　添える。

〈ひとこと〉

　このメニューは、８月の「おやこ食育教

室」で作ったものです。野木町のじゃがい

もやたまねぎを使ったおいしい焼きコロッ

ケが出来上がりました。

町食生活改善推進員会
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　この夏は各地で記録的猛暑となり、これからも暑さが続きそうです。

　八月といえば広島・長崎への原爆投下、そして戦争終結。テレビ・ラジオでは連日、

戦争の悲惨さを訴える番組が放送されています。

　戦争終結近く、私が小学校六年生の頃、私の家から１キロくらい行ったところに

畑と水田がありました。わずかな畑と水田があったところに、約五十坪（５アール）

くらいの貯水池を掘って、食糧増産に励んだのです。そこで両親と弟と四人で陸橋

の草取りをしていましたら、東の空に米軍機が現れ、突然機銃掃射を始めました。

その時の恐怖はいまでもはっきり記憶に残

っています。私たちは陸橋の中で身を伏せ、

銃撃が収まるのを待ちました。空からは空薬

莢が雨のように落ちてきました。のちに分か

った事ですが、飛行場だった今の丘里工業団

地が目標で、攻撃を受けた小堤飛行場では、

練習機数機と格納庫が破壊されたそうです。

　そして８月１５日・終戦。その日も暑い日でした。午前１２時近く、小学校の校庭に直

立不動で天皇陛下の玉音放送を聞きました。焼けた砂の上に素足で約一時間。聞い

ているうち、友達が次々日射病で倒れました。それでも今より暑くはなかったので

しょうが、私にとってあの暑さは、今でも脳裏に焼き付いています。

　現場に立ち会った者にしかわからないものもあります。八月は終戦を機に、テレ

ビ・ラジオなどで戦争の悲惨さが様々に報道されていますが、あの苦しみ悲惨さを

二度と繰り返さないためにも、八月だけでなく、インターネットなどで世界に向け

て常に発信すべきと思います。

　あの水田と畑があった場所に行ってみました。久しぶりに見るそこは、あたり一

面葦が茂り、わずかに水面が見えるだけでした。

暑　い　夏

（19）
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Topics ～町の話題・投稿～

お
米
の
食
べ
方
い
ろ
い
ろ

米
粉
料
理
講
習
会

　

８
月　

日
、
米
消
費
拡
大
事
業
の

２０

一
環
と
し
て
、
米
粉
を
使
っ
た
料
理

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は　

名
が
参
加
し
て
、
シ
フ

２５

ォ
ン
ケ
ー
キ
と
お
好
み
焼
き
を
作
り

ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
ピ
ザ
や
ク
リ
ー
ム

シ
チ
ュ
ー
、
ク
レ
ー
プ
ラ
ザ
ニ
ア
な

ど
の
い
ろ
い
ろ
な
お
惣
菜
が
手
軽
に

と
て
も
お
い
し
く
作
れ
ま
す
。

　

来
年
は
、
あ
な
た
も
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

災
害 
に 
備 
え 
て

　

８
月
１
日
、
防
災
訓
練
を
兼
ね
た

丸
林
東
西
地
区
の「
防
災
ま
つ
り
」が
、

丸
林
中
央
公
園
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
さ
る
３
月
7
日
、
丸
林

自
衛
消
防
部
が
新
た
に
自
主
防
災
組

織「
丸
林
自
衛
消
防
防
災
会
」と
し
て

発
足
し
て
初
め
て
の
訓
練
で
、
災
害

時
に
お
け
る
住
民
の
迅
速
な
避
難
方

法
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
応
急
手

当
講
習
・
消
火
訓
練
・
地
震
体
験
・

煙
脱
出
体
験
な
ど
を
と
お
し
、
災
害

に
対
し
万
全
を
期
す
る
こ
と
が
目
的

で
す
。

　

当
日
は
、
町
消
防
団
第
3
分
団
が

広
報
巡
回
を
行
な
う
と
と
も
に
、
県

消
防
防
災
課
・
小
山
市
消
防
署
員
・

野
木
分
署
員
・
地
域
消
防
防
災
活
動

協
力
員
な
ど
の
協
力
の
も
と
、
住

民
・
関
係
者
合
わ
せ
約
４
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

母
子
保
健
事
業
功
労
者
表
彰

　

９
月
８
日
、
県
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
に
て
開
催
さ
れ
た「
第　

回
栃
木

５０

県
公
衆
衛
生
大
会
」で
、
町
母
子
保

健
推
進
員
の
谷
井
明
美
さ
ん（
友
沼
）

が
、
多
年
に
わ
た
る
地
域
の
母
子
保

健
活
動
へ
の
貢
献
に
対
し
、
大
会
長

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
が

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

　

町
保
健
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
が

終
了
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
、
カ
ウ
ン
タ
ー
・
相
談
室

の
設
置
で
す
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
は
靴
を
脱
が
ず

に
行
け
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
訪
れ

る
皆
様
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
使
い
や

す
い
よ
う
改
善
を
図
り
ま
し
た
。
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野
木
駅
快
速
電
車
停
車
に
向
け
て

〜
Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
要
望
〜

　

８
月
６
日
、
県
内
公
共
交
通
機
関

の
充
実
を
図
る
た
め
、
福
田
富
一
県

知
事
・
真
瀬
宏
子
町
長
ほ
か
関
係
市

町
の
市
町
長
が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
大
宮

支
社
を
訪
問
し
要
望
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
福
田
知
事
が
田
邊
大
宮
支

社
長
へ
要
望
書
を
提
出
し
、
真
瀬
宏

子
町
長
は
、「
野
木
駅
」へ
の
快
速
電

車
の
停
車
及
び
ホ
ー
ム
上
屋
の
増
設

を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
町
民
の
皆
様
の
利
便
向

上
の
た
め
、
引
き
続
き
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
リ
ポ
ー
ト

　

今
年
で　

回
目
と
な
る
町
ソ
フ
ト

１２

バ
レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
８
月

　

日
、
野
木
中
・
野
木
二
中
体
育
館

２２で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
協
会
が
主
催
す
る
大
会
で
、
今

年
は
協
会
所
属
チ
ー
ム
の
ほ
か
、
競

技
発
祥
の
地
・
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス

市
を
始
め
と
す
る
一
都
六
県
の
計　
４８

チ
ー
ム
が
４
部
門
に
分
か
れ
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

体
育
館
内
の
気
温
が　

度
近
く
な

４０

る
と
い
う
厳
し
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
も
と
、
ケ
ガ
や
熱
中
症
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
若
い
方
は
も
ち
ろ
ん

中
高
齢
の
皆
さ
ん
も
は
つ
ら
つ
と
し

た
プ
レ
ー
で
元
気
に
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。

　

大
会
後
は
交
流
会
も
開
か
れ
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
を
通
じ
て
多
く
の
方
と

の
交
流
が
生
ま
れ
る
素
晴
ら
し
い
１

日
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
回
野
木
町
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り

　

８
月　

日
午
後
６
時
よ
り
野
木
町

２８

公
民
館
前
駐
車
場
に
お
い
て
、
第
１

回
野
木
町
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

太
鼓（
お
は
や
し
）教
室
の
受
講
生

（
小
学
生
）に
よ
る
日
光
和
楽
踊
り
の

上
演
で
は
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

保
護
者
の
方
や
来
場
者
よ
り
大
き
な

拍
手
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
広
場
で
は
、
各
団
体
が
創

意
工
夫
し
た
子
ど
も
向
け
の
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
や
手
作
り
う
ち
わ
コ
ー
ナ

ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
来
場
し
た
子

ど
も
達
は
、
う
れ
し
そ
う
に
ゲ
ー
ム

の
賞
品
や
う
ち
わ
を
手
に
し
て
い
ま

し
た
。

ラ
★
ラ
★
ラ
★
コ
ン
サ
ー
ト

　

８
月　

日
、
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
大
ホ

２８

ー
ル
に
お
い
て
、
今
年
で
第
２
回
目

と
な
る
〈
ラ
★
ラ
★
ラ
★
コ
ン
サ
ー

ト
〉
が
開
催
さ
れ
、
プ
ロ
・
ア
マ
、

老
若
を
問
わ
ず
、
近
隣
の
市
町
で
活

動
す
る
音
楽
・
踊
り
・
歌
が
大
好
き

な
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
４
時
間
を
超

え
る
長
丁
場
で
し
た
が
、
内
容
は
フ

ラ
、
モ
ン
ゴ
ル
舞
踊
、
津
軽
三
味
線
、

ア
フ
リ
カ
太
鼓
、
二
胡
、
ヒ
ッ
プ
ホ

ッ
プ
、
ゴ
ス
ペ
ル
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
等

々
々
と
盛
り
だ
く
さ
ん
。
フ
ィ
ナ
ー

レ
は
会
場
全
体
で「
明
日
が
あ
る
さ
」

を
合
唱
し
て
、
盛
会
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

〈福田知事から

   田邊大宮支社長へ

   要望書を手渡す〉

　　　　 ↓

　　　　 ↑

〈真瀬町長

   野木町要望事項を

 　　　　　   説明〉
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Topics ～町の話題・投稿～

煉瓦窯の保存修復費用として、

皆様の寄附金・募金を受付けています。

産８月３１日までにご協力いただいた寄附金・募金

　　　寄附金　　　　　　

　　　（内ふるさと納税　４６８，０００円）

　　　募　金

　　　　計　

これからも皆様のご協力をお願いいたします。

３，３６３，２６８円

２９６，９０３円

３，６６０，１７１円

問生涯学習課撒（５７）４１８８

野木町煉瓦窯野木町煉瓦窯をを
未来に残すために　　未来に残すために！！ 　佐野忠史様が、ペーパ

ークラフトによる煉瓦窯

の精巧なミニチュア模型

を作製し、寄贈してくだ

さいました。

　仲山孝子様、小関

美恵子様、後藤明子

様より、煉瓦窯とひ

まわりをモチーフ

にした押し花額作

品をご寄贈いただ

きました。

　のぎパソコンクラブ様が、

煉瓦窯保存啓発のための缶

バッジを製作してください

ました。　３０個をご寄贈い

ただきましたので、今後の

活動に役立てさせてていた

だきます。

野木町煉瓦窯復活に向けて

今月の納期

　

供
い
の
ち
僑は
み
ん
な
か
ら
頂
く
賜

で
大
切
に
感
謝
し
つ
つ
、
生
き
て
い

る
の
で
は
な
く
て
生
か
さ
れ
て
い
る

の
だ
。

　

９
月　

日
、
私
は　

歳
と
な
る
。

２９

９３

　
　

歳
ま
で
の
供
い
の
ち
僑
と
言
わ

３０
れ
て
い
た
私
が　

歳
と
は
、
自
分
で

９３

も
び
っ
く
り
し
て
い
る
。
昨
日
私
と

同
じ
病
気
だ
っ
た
方
が
な
く
な
っ
た

と
、
そ
の
電
話
が
終
わ
る
な
り
ま
た

Ｔ
Ｅ
Ｌ
、
や
は
り
私
と
同
じ
病
気
だ

っ
た
方
で
、「
ど
う
し
て
も
杉
山
さ
ん

だ
け
に
は
話
し
た
く
て
、
話
が
出
来

な
く
な
る
前
に
」
と
の
事
。

　

何
故
同
じ
日
に
と
、
私
は
不
思
議

で
な
ら
な
い
。

　

「
杉
山
さ
ん
、
長
生
き
の
コ
ツ
教

え
て
」
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
ん
な
コ

ツ
な
ど
な
い
。
考
え
て
私
は
今
今
を

大
切
に
し
て
い
る
。
今
は
今
過
ぎ
て

い
く
。
こ
の
時
を
大
事
に
真
摯
に
誠

実
に
、
責
め
ず
裁
か
ず
、
許
し
許
さ

れ
、
悪
い
の
は
私
で
だ
か
ら
そ
う
し

た
結
果
に
な
る
。
人
間
悪
い
人
は
一

人
も
い
な
い
と
信
じ
て
い
る
。
人
と

い
う
字
を
誰
が
作
っ
た
の
か
、
全
く

人
に
支
え
ら
れ
、
励
ま
さ
れ
、
喜
び

を
頂
き
、
成
長
さ
せ
て
く
れ
、
気
力

を
も
ら
い
、
慰
め
て
下
さ
る
。

投　

稿

い　

の　

ち
杉
山　

さ
つ

第３期
第３期
第４期
第４期

第４期

町 県 民 税
固定資産税
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者
医療保険料
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コラムひろコラムひろ
野木町長
真瀬宏子
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伺ご提案やご意見をお寄せください外

　町政へのご提案やご意見をお寄せくださ

い。今後の新しいまちづくりの参考とさせ

ていただきます。

胸お手紙で

　宛先　〒３２９‐０１９５（住所不要）

　　　　野木町長　真瀬宏子　行

胸ファックスで　姉０２８０（５７）４１９０

胸メールで

　町ホームページトップページの

　「ご意見箱」をクリックしてください。

野木町みんなの煉瓦野木町みんなの煉瓦窯窯

日　時　１０月１８日（月）

　　　　午後５時３０分～７時

会　場　役場本館１階第１会議室

申　込　不要（当日、会場にて記名）

その他　事業関係の利害に関する話題は遠慮

　　　　させていただきます。

　１月からテーマを決めて開催します。

　初回のテーマは「煉瓦窯保存修復について」
です。１～３月の３回にわたり皆様のご意見を伺

いたいと思いますので、ぜひご参加ください。

　なお、テーマ以外のご意見については、当日別

に記入票をお渡ししますので、そちらにご記入く

ださい。

問政策課　　　　　　　　　　撒（５７）４１３３

町内の交通事故

３件数８
月
累
計

０死者

４傷者

３９
(-２８)

件数
（増減）

　

年
累
計（
前
年
比
）

２２

０
(-１)

死者
（増減）

５４
(-３５)

傷者
（増減）

町内の救急出場

９１
出場
件数

８
月
累
計 ９０

搬送
人員

３６６(５６)

出場
件数
（増減）

　

年
度
累
計（
前
年
比
）

２２

３４５(６７)

搬送
人員
（増減）

町内の犯罪発生件数

１空き巣８
月
累
計

２自動車盗
１車上ねらい
４自転車盗
１５
(２)

空き巣
（増減）

　

年
累
計（
前
年
比
）

２２

８
(１)

自動車盗
（増減）

１６
(７)

車上ねらい
（増減）

２２
(３)

自転車盗
（増減）

９月１日現在

人口 男 １２,６３０人

女 １２,９６６人

計 ２５,５９６人

　世帯数 ９,１２８

町の人口

　皆さん、野木・野渡にある１６角形の不思議
な形の煉瓦窯をご存じですか？　「野木町
煉瓦窯」、わが町が誇るべき国指定重要文化
財です。中央の細長い煙突からは煙が出な
くなって久しいですが、この、現存する中
では我が国で最も古いホフマン式輪窯は、
下野煉化製造会社が明治23年に建造し、そ
の後約８０年間使われていました。同社の倒
産に伴い修復工事が中断し、その後、周辺1
万平方メートルの敷地とともに町へ寄付さ
れました。現在は老朽化が進み崩壊の危険
のなかで、急ぎ修復工事が待たれる状態で
す。工事には多額の費用がかかりますので、
現在、国や県のご協力をいただくべく努力
しているところです。皆さんの力を結集し
て修復出来るようにと、昨年１０月基金を立
ち上げ募金を開始し
ました。おかげさま
で現在までに、３７０
万円以上のご寄付を
いただいております。
その中には中学生の
１円募金なども含ま
れ、多くの皆様の暖かいご支援が寄せられ
ています。心より感謝御礼申し上げます。
　経済産業省の近代化産業遺産にも認定さ
れている貴重な文化遺産ですので、未来に
向けて残すべく、大切に守って行きたいと
思います。そしていずれ渡良瀬遊水地に臨
む地域一帯が、自然に親しめる「水と緑と歴
史のまち」ゾーンとなり、煉瓦窯がその拠点
シンボルとなればと願っています。皆様に
自由にご見学いただけるよう、早く整備し
ていきたいと思います。この３月には町民
有志による「野木町煉瓦窯を愛する会」が
結成され、活発に活動されています。町と
してもこの煉瓦窯を再生し、その活用を皆
さんとともに考えて行きたいと思います。
野木町みんなの宝ですから！
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320問問記記問問問問問問訪訪おお達達達達達達者者ささんお達者さん
上：海辺の村
左：コッキントン村

ギャラリー

仲山 孝子さん
Takako Nakayama

(新橋東１）
思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出のののののののののののののののののののの思い出の郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷

押し花額

鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴
木木木木木木木木木木
安安安安安安安安安安
子子子子子子子子子子
ささささささささささ

鈴
木
安
子
さ
んんんんんんんんんんん（（（（（（（（（（

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
））））））））））

（

歳
）

８８８８８８８８８８００００００００００８０

（（（（（（（（（（
佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐
川川川川川川川川川川
野野野野野野野野野野
西西西西西西西西西西

（
佐
川
野
西
）））））））））））

嫁いで５８年…。恋愛のような器用なことができない
から、見合いだったよ。
私は姉弟７人の真ん中、夫は８人兄妹の一番上で互い

に大家族でした。
夫は私の弟がえらく気に入って、自分の妹を私の実家

に嫁がせたんです。ですから、お互い愚痴は言わないで
と言うことで…。おかげさまで親からは良くしてもら
ったよ。
昔は嫁が親に仕えてきたけど、今では親が嫁に使われ

ている。
姉弟の中で私が一番腰が曲がっているんですよ。歩

くのに骨が折れるので、今でも自転車で野周りしていま
す。
今一番楽しみにしていることは、毎週月曜日１時から

カラオケを習いに行くこと。かれこれ７年になるかな。
毎年１１月、神社のお祭りのときにカラオケ大会をやる

んです。毎年参加しています。今年も参加します。選
曲済みです。
私の健康の秘訣は、よく食べて・よく寝て・良く歌う

こと。
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私と押し花との出会いは、１３年ほど前
になります。フラワーアレンジメントで花
と親しんでおりましたが、長期間美しさを
保てる押し花に興味を持ちました。道端の
雑草や庭の花々を押して、小物作りや押し
花額を楽しんでおります。押し花は、多く
の楽しい出会いも取り持ってくれました。
今は、茅葺屋根の民家を入れた作品に凝

っております。町の文化祭にも多くの押し
花額が展示されますので、作品を楽しんで
ください。
これからも、多くの花との出会いを楽し

みたいものです。

野木２丁目浄明寺境内に句碑がある。
通称 川島弥九郎、俳号を菜花亭

さいかてい

種
しゅ

好という。
こう

小山市喜沢 染箭音八郎四男、野木
そめや

宿醤油業 川島家の養子となる。
江戸の狐山堂卓郎に排諧を学び、江

こざんどう たくろう

戸末期から明治初めにかけて活躍する。
「於つるかと思う声ありほととぎす」

お

明治１３年（１８８０年）４月５日、川島
宇三郎正名建立

まさな


